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スイッチング円滑化タスクフォース（第６回） 議事概要 

 

日時  令和３年３月 30 日（火）13:00～14:00 

場所  オンライン会議による開催 

出席者 （１）構成員  

林 秀弥 主査、内田 真人 構成員、鳥越 真理子 構成員、 

長田 三紀 構成員、西村 暢史 構成員、横田 英明 構成員 

（以上、６名） 

（２）オブザーバー 

株式会社ＮＴＴドコモ  田畑 智也 経営企画部 料金企画室長 

下隅 尚志 経営企画部 接続推進室長 

ＫＤＤＩ株式会社    関田 賢太郎 相互接続部 部長 

渡邉 昭裕 相互接続部 au 企画調整ｸﾞﾙｰﾌﾟﾘｰﾀﾞｰ 

ソフトバンク株式会社  吉岡 淳 渉外本部 通信ｻｰﾋﾞｽ統括部 統括部長 

伊藤 健一郎 渉外本部 相互接続部 部長 

大平 泰生 渉外本部 約款・ｻｰﾋﾞｽ部 部長 

楽天モバイル株式会社  鴻池 庸一郎 執行役員 渉外部長 

塚本 直史 ﾃﾞﾊﾞｲｽﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ部 部長 

小田 祐己 渉外部 副部長 

一般社団法人テレコムサービス協会 

佐々木 太志 MVNO 委員会運営分科会 主査 

金丸 二朗 MVNO 委員会運営分科会 副主査 

（３）総務省 

竹内総合通信基盤局長、今川電気通信事業部長、吉田総務課長、 

大村事業政策課長、川野料金サービス課長、片桐消費者行政第一課長、 

鈴木番号企画室長、大内料金サービス課企画官、 

中島料金サービス課課長補佐、仲田料金サービス課課長補佐、 

水井番号企画室課長補佐 
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■議事概要 

 

■議事模様 

○ スイッチング円滑化タスクフォース報告書（案）について 

【林主査】  それでは、議事を開始いたします。 

 本日の議題は、スイッチング円滑化タスクフォースの報告書（案）につきまして、御議

論いただく予定でございます。この報告書（案）につきましては、本タスクフォースにお

ける前回までの御議論を踏まえまして、事務局において取りまとめをしていただいたもの

でございます。事務局から御説明をいただいた後、構成員の皆様方から御質問やコメント

等を頂戴できればと思っております。 

 それでは、まず、事務局より御説明をお願いいたします。 

 

（事務局より資料６-１に基づき説明） 

 

【林主査】  御説明ありがとうございました。 

 それでは、先ほどの御説明につきまして、御質問等ございます構成員の先生方は、チャ

ット等にてお知らせいただけますでしょうか。ただ、チャットの表示のスピードによって

多少御発言順序に前後があるかもしれませんけれども、御容赦をいただければと存じます。 

 なお、論点は第１章から第５章まであるわけでございますけれども、どこからでも、ど

の論点からでも構いませんので、御忌憚のない御議論をお願いできればと思います。いか

がでしょうか。 

 それでは、中央大学の西村先生、御発言お願いいたします。 

【西村構成員】  中央大学の西村でございます。 

 全体を通してのコメントというふうにさせていただければと思っております。今般のこ

の議論といいますのは、やはり市場の流動性、つまり、利用者が合理的、そして自主的に

事業者を選択することができるような支援策というようなものだと理解しておりますし、

そのために事業者の協力も得ながら、様々な取組がなされてきたと思っております。全て

の項目につきまして、これらを更に推進させるため、ＭＮＯを初め協力・尽力されてきた

○ スイッチング円滑化タスクフォース報告書（案）について 

・ 事務局よりより、資料６－１について説明が行われた後、質疑が行われた。 
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ことには感謝申し上げたいなと思っております。 

 ただし、この事業者選択を適正に行うというためにはＭＮＯだけでは足りず、やはりＭ

ＶＮＯというものに対しても十分な情報の下で事業展開が求められてくると考えておりま

す。ＭＮＰのワンストップ化を含め、さらにはｅＳＩＭもそうでございますけれども、ぜ

ひ今後、ＭＮＯを中心に、これらを推進する努力というものを怠らないように、期待して

いるところでございます。とりあえずは、まず全体ということでコメントさせていただき

ました。 

 以上でございます。 

【林主査】  西村先生、ありがとうございます。おっしゃるとおりかと思います。本報

告書がパブリッシュされましたら、進捗状況につきましても、都度都度に総務省等でモニ

タリングしておくと、見ていくということが重要なのではないかというふうに私も思いま

した。ありがとうございます。 

 それでは、早稲田大学の内田先生、よろしくお願いいたします。 

【内田構成員】  内田でございます。ありがとうございます。 

 まず、全体を通しましての感想なのですけれども、これまでの議論を上手にまとめてい

ただいておりまして、また、前向きな内容となっておりますので、非常によかったなと思

っております。先ほど西村先生がおっしゃいましたように、各事業者さんの御協力による

推進を期待しているところでございます。 

 細かなところなのですけれども、ちょっと気になることがございます。これまでの会合

の議論の中では話題にならなかったところなのですけれども、キャリアメールに関連しま

して気になることがございましたので、意見として発言させていただきたいと思います。 

 キャリアメールとＳＭＳ（ショートメッセージサービス）、これを混同している事例とい

うのを目にする機会がございまして、ここを混同してしまっている場合、利用者は不利益

を被ってしまい、サービスの提供者側も利用者のニーズを適切に把握できず、的を射た対

応ができないということもありそうです。ですので、例えば、報告書案の８１９から２１行

目にかけまして、「キャリアメールの『持ち運び』の実現に当たっては、利用者の認識に混

乱や誤解が生じないよう、ＭＮＯ３社は十分な利用者への周知を行うべきである」と記載

がありますけれども、この部分に含まれているといえば、そうなのですけれども、ＳＭＳ

との混同については念頭になかったように思いますので、可能であれば、方向性の中のど

こか適切な場所に追記いただいたほうがいいのかなというふうに思いました。 
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 また、もう一つ、大変瑣末なことなんですけれども、この報告書で使用されているフォ

ントが統一されていなくて、ゴシック体と明朝体が混在しているようですので、せっかく

なので整えていただいたほうがいいかなと思いました。 

 以上でございます。 

【林主査】  内田先生、ありがとうございます。 

 まず、第１点目のキャリアメールとショートメッセージとの混乱について、消費者に周

知というか、十分な理解の促進というのは重要な御指摘だと思います。これ、どこに入れ

るかという点につきましては、事務局と相談してということになると思いますが、事務局

のほうで何かこの点についてございますか。 

【中島料金サービス課課長補佐】  事務局でございます。今、内田先生がおっしゃって

いただいた、キャリアメールとＳＭＳの間違える方がいらっしゃるんじゃないかという点

につきましては、内田先生もおっしゃっていただきましたが、ページ数にすると２９ペー

ジの、行数で言うところの正に８１９行目から８２１行目までのところで、おっしゃって

いただいた「利用者の認識に混乱や誤解を生じないよう、ＭＮＯ３社は十分な利用者への

周知を行うべきである」というところである程度読んでいくのかなというところでござい

ますけれども、ちょっとまた、追記をすることも含めて、ちょっとそこは御相談というか、

検討した上で、主査とも検討させていただければと思います。 

【林主査】  ありがとうございます。注に追記する等、少し御検討いただければという

ふうに思います。 

 あとフォントの点につきましては、これも事務局いかがですか。 

【中島料金サービス課課長補佐】  フォントにつきましては、主な意見について、意見

の部分ですね、ここについて明朝で書かせていただいて、それ以外の部分はゴシックの形

で書かせていただいているところでございまして、若干、全部ゴシックにすると、ざっと

見づらいかなと思ったところもありまして、そういう意味で切り分けて書かせていただい

ているところでございました。 

【林主査】  脚注も見やすさのために明朝ということですよね。 

【中島料金サービス課課長補佐】  おっしゃるとおりでございます。脚注もゴシックに

すると、結構うるさくなってしまいますので、そういう意味で明朝という形になっている

ところでございます。 

【林主査】  承知しました。内田先生、いかがですか。 
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【内田構成員】  フォントにつきましては、承知いたしました。そのような意図がある

のであれば、問題ございません。ありがとうございます。 

【林主査】  ありがとうございます。 

 それでは、長田構成員、お願いいたします。 

【長田構成員】  長田でございます。ありがとうございます。 

 私も全体に対しての意見ということになりますけれども、先ほどの内田先生の御指摘に

もありましたように、特に、オンラインというか、デジタル化に慣れていないユーザのこ

ともじっくり考えながら、今後対応していかなければいけないところがたくさんあるなと

いうふうに思っています。何か当たり前のようにキャリアメールと言っていますけれども、

普通に携帯上で送れているメール全部をキャリアメールだと思い込んでいる人も中にはい

らっしゃるかもしれないので、そういうことも含めて、丁寧に対応していかなきゃいけな

いなとお話を伺っていて思ったんですけれども、それ以外のところでも、ＭＮＰの手続も

そうですし、ＳＩＭロックのことも何か便利なものというふうに誤解していらっしゃる方

すらいらっしゃるような気もしますので、いろいろな面でユーザ目線を忘れずに、事業者

の皆さんももちろんなんですけれども、総務省でもそういう視点でこれから検討していっ

ていただけたらいいなというふうに思っています。 

 以上です。 

【林主査】  ありがとうございます。まさに消費者目線の重要性というのは、このタス

クフォースの鍵の部分でございますので、非常に重要な御指摘だというふうに思いました。

ありがとうございます。 

 ほかに、構成員の皆様方からいかがでしょうか。あるいは先ほど御発言いただいた先生

方で、追加で御発言がございましたら、せっかくの機会でございますのでお願いできれば

と思います。 

 鳥越構成員、横田構成員、いかがでしょうか。こちらが御指名するのもあれなんですけ

れども、もし何か御発言等ございましたらお願いいたします。 

【横田構成員】  どうもＭＭ総研、横田でございます。 

【林主査】  お願いいたします。 

【横田構成員】  １章から４章にかけてのお話は、今までの議論を簡潔に、すごく分か

りやすくまとめていただいて、本当にありがとうございます。あとそれとは別に、５章の

話で若干気になるところがございます。このタスクフォースのタイトルはスイッチング円
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滑化です。今回、ｎｏｉｎｄｅｘのタグをキャリア側が意図的に削除していたというとこ

ろは、ちょっと強い言葉で表現すると悪質であり、ユーザのためには全然なりません。ユ

ーザがスイッチングするときにすごく迷うきっかけになります。こういったことは喜ばし

くないので、今後スイッチングする上で、ｎｏｉｎｄｅｘに限った話ではないですが、ユ

ーザがサービスを切り替えるときに迷わないようなシステムというか、そういったものを

つくる様、心がけてほしいという要望でございます。 

 以上でございます。 

【林主査】  ありがとうございます。おっしゃるとおりかと思います。３９ページの部

分でございますけれども、今回のｎｏｉｎｄｅｘの話は１０９８行にございますように、

解約時に必要な情報を利用者に対して意図的に隠すということで、この報告書案の中でも

やや語感の強い部分だと思います。そこにはこの報告書案のメッセージが込められている

んだというふうに思いますけれども、こういった行為は、今、横田構成員がおっしゃった

ように、通信に限らず、もしかしたら他の業種、業態、とりわけ昨今ではサブスクリプシ

ョン契約というか、サービスというのが広く流通しておりますので、そういったものの中

にもしかしたらこういった行為が行われているのかもしれないんですけれども、今回、携

帯の解約において、こういった行為が発見できたということは、そういう意味で非常に重

要な報告書の中の指摘だったと思います。 

 この部分は、１ページの２６行目から２７行目にございますように、「関係各方面におい

て必要な対策が迅速に行われることを期待するものである」というふうにございますけれ

ども、ｎｏｉｎｄｅｘに限らず、消費者にとってある意味、あしき取引慣行というのは、

場合によっては消費庁や国民生活センター等とも連携しながら、必要な対策が迅速に行わ

れていくということをこのタスクフォースでも期待していくべきものかなというふうに御

発言を聞いていて思いました。ありがとうございます。 

 いかがでしょうか。鳥越構成員、お願いいたします。 

【鳥越構成員】   

これまでの検討会で申し上げたところをまとめていただいていてありがとうございます。

追加で申し上げたいところはありません。競争阻害要因に長年なっていたことがこのよう

な形で進んでいっているのはよろしいんじゃないかなと思います。 

 デジタル化推進に向けて、インフラを整えていかないと進んでいかない部分があります。

ｅＫＹＣは必要性はあるがなかなか浸透していないとか、ＳＭＳはたくさんのデジタルサ
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ービスで使われているもののそれほど堅牢なものでもなく、きちんと正しい認証を組み込

んだサービス（*)をどんどんつくっていただきたいです。単に料金を安くするというとこ

ろでの競争で終わるのではなく、通信サービスをベースとしたデジタルトラストサービス

の提供など、料金以外でユーザにとってメリットがあるようなところの発展につながって

いくといいなと思っています。 

 以上、コメントでした。ありがとうございました。 

【林主査】  ありがとうございます。 

 一通り構成員の先生方から御発言、コメントを頂戴したわけですけれども、もし補足で、

追加で御発言等ございましたらお願いできればと存じます。よろしいでしょうか。 

 西村先生、再度御発言をお願いできればと存じます。 

【西村構成員】  再度の発言、恐縮でございます。中央大学の西村でございます。 

 よりちょっと個別の具体例ということでございますが、例えばでございますが、もう既

にいわゆる総務省のほうで定義づけされておりますような新料金プラン等などの中には、

ｅＳＩＭを導入した形でサービスを提供するということが始まってきております。また、

キャリアメールについて、それらの新料金プランとの関係では特別な料金を支払わないと

利用できないというような、非常に利用者にとっても複雑な状況になってきているのかも

しれません。 

 したがいまして、これら２点に関しては、特に表示の問題もそうですが、広告を行う際、

あるいは勧誘を行う際、先ほどのｎｏｉｎｄｅｘの件もございますが、少なくとも事業者

は各法令に合った形で事業活動を行うべきということを強く期待したいなと思っている次

第でございます。これは消費者庁や公正取引委員会との協調によって実現されるべきこと

だと思いますので、主査の林先生が御指摘いただきました１ページ、２６行目、２７行目

のとおりかと思いますので、その点、賛同させていただければと思って発言いたしました。 

 以上でございます。 

【林主査】  ありがとうございます。キャリアメールの「持ち運び」につきましては、

これまで、とりわけ、構成員の先生方から多くのご議論があったところでございます。そ

こで、今回、そのような御議論を踏まえまして、６１７行目以下にございますように、「今

後、キャリアメールの「持ち運び」を実現するに当たっては、適切と考えられる負担方法

やその額等、利用動向について一層の分析を行っていくことが望ましい」という一文を入

れていただいておりますので、まさにここにあるように丁寧な分析や検討を行っていただ
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ければと存じます。 

また、８０４行目以下にございますように、これまでの御議論を踏まえまして、「拡張性・

発展性のあるサービスとしていくこと」や「キャリアメールのニーズを含めた形でキャリ

アメールの在り方についてどう考えるか、といった点について、今後も不断に検討を行う

べき」という文言を入れていただきましたので、まさにこのような検討を親会の議論を踏

まえつつ行っていただきたいと存じます。 

 ほかに先生方、よろしゅうございましょうか。 

 それでは、特に御発言の御希望もないようでございますので、本日はこの辺りで意見交

換を終了させていただければというふうに思います。 

 報告書案につきましては、今後、パブリックコメントを行いまして、そこで提出された

意見を踏まえまして、最終的に取りまとめるということにさせていただきたいと思います。 

 先ほどの御議論を拝聴しておりますと、本日のこの報告書案につきましては、おおむね

異論のないところであったというふうに承知しておりますけれども、これまでの御議論を

踏まえた形で文章を起こしたものがこの報告書案でございますので、おおむね御賛同いた

だいたというふうに承知しておりますけれども、ただ、追加で、ここをもう少し説明した

ほうがいいんじゃないかという貴重な御指摘もいただきました。本日、御議論いただいた

内容を報告書案にどのように反映させるかにつきましては、大変僣越ではございますけれ

ども、主査である私のほうに御一任をいただけたらありがたく存じますが、よろしゅうご

ざいましょうか。 

 ありがとうございます。特に御異論はなかったということでございますので、そのよう

にさせていただければというふうに思います。 

 それでは、この報告書案につきまして、準備ができ次第、その内容を公表しまして、意

見募集を行うということにさせていただきたいと思います。 

 それでは、本日の会合はここまでにさせていただければというふうに存じます。 

 今後の会合スケジュールにつきまして、事務局から御説明をお願いいたします。 

【中島料金サービス課課長補佐】  事務局でございます。本日も活発な御議論ありがと

うございました。 

 今後の会合につきましては、事務局より連絡を差し上げるとともに、総務省ホームペー

ジに開催案内を掲載いたします。 

 以上、よろしくお願いいたします。 
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【林主査】  ありがとうございました。それでは、本日の会合はこれにて閉会したいと

思います。本日も活発な御議論ありがとうございました。 

以上 


